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これは、小宮山宏総長（在任 2005 年 4 月 –2009 年 3 月）の発案で始められまし
た。私が最初に聞かされた前提は、小宮山総長とオックスフォード大学のトップと
の会談により、東大から推薦する本を Oxford University Press（OUP）から出
版するというものでした。そして私がこのプロジェクトの制度設計から実施までを
任されたのです。2007 年 4 月には委員会が正式に発足し、私は東大を定年退職す


































































そこで対応してくれた相手が、Routledge でした。幸い Routledge は、OUP
とは違って、協力的な態度を示し、Routledge/University of Tokyo Seriesとして、
東大の名前を入れて刊行してくれることになりました。
その成果は、現在までで次の 3 冊です。10 年近く努力して、わずか３冊です。
内容はいずれも立派なものだと思いますが‥‥‥。
1. Yu Uchiyama ( 内山融 ). Koizumi and Japanese Politics: Reform Strategies and 
Leadership Style. Routledge, 2010 ($145.00), 2013 ($48.95)
2. Mari Osawa ( 大澤眞理 ). Social Security in Contemporary Japan: A Compara-
tive Analysis. Routledge, 2011 ($140.00), 2013 ($48.95)
3. Takehiko Kariya ( 苅谷剛彦). Education Reform and Social Class in Japan: The 
Emerging Incentive Divide. Routledge, 2013 ($145.00), 2015 ( £34.99)
経験から得た教訓


































京大学出版会と Columbia University Press との joint publishing のような出版の
形が取れないかと考えたこともありました。ただそれ以前に、そもそも肝腎の翻訳
が進まないという状況でしたので、私の在任中はその方向には行きませんでした。
ところが 2011 年 4 月から、私は東京大学出版会理事長を仰せつかりました。出
Part 1: 学問における翻訳：経験と可能性





























訳者は、アメリカ在住のプロの翻訳家 David Noble さんです。これまでこのプ
ロジェクトで何冊も訳している方で、しっかりとした実績があり、国際文化会館と
の間でも信頼関係ができていました。そして、国際文化会館側では佐治泰夫さん、
















価を得ました。（たとえば Federico Marcon, “Review on A History of Japanese 
Political Thought, 1600–1901, International House of Japan, 2012” in Harvard 












渡辺浩著『日本政治思想史 17–19 世紀』（東京大学出版会、 2010）とその英訳版
A History of Japanese Political Thought, 1600–1901, by Watanabe Hiroshi. Transla-
tor: David Noble. Tokyo: I-House Press, 2012. 560 pages, hardcover.
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